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理財公社 

西オーストラリア州関連データハイライト 

● パース CPI は 2025 年第 1 四半期に 0.5％上昇し、年間インフレ率は 0.1 パーセンテージポイント低下して 2.8％となっ

た。 

● 西オーストラリア州の 3月の雇用率は、オーストラリア全州で最も低い 3.6％を維持した。 

● 西オーストラリア州の小売売上高は第 1四半期に 0.6％増となった。 

● 西オーストラリア州は 3月のオーストラリア全体での商品輸出の 48％を占めた。 

2025 年第 1四半期消費者物価指数 

● パースCPI は 2024 年第 4四半期の 0.7％上昇に続いて 2025 年第 1四半期に 0.5％上昇し、年間インフレ率は 0.1 パ

ーセンテージポイント低下して 2.8％となった。 

● 2025 年第 1 四半期の CPI 上昇に大きく寄与したのが、季節的な上昇である 5.5％増で CPI 全体を 0.25 パーセンテー

ジポイント押し上げた教育費用、3.0％増（+0.18 パーセンテージポイント）の医療および病院サービス、3.4％増（+0.13

パーセンテージポイント）の自動車燃料平均価格であった。 

● 2025年第1四半期の大きな相殺要因となったのが、州政府による2回目の家庭向け電力料金補助開始に起因する、

27.6％減で全体のインフレ率を 0.43 パーセンテージポイント押し下げた電気代自己負担額と、7.1％減となった海外休

暇旅行・宿泊費用(-0.22 パーセンテージポイント)であった。 

● 医療・教育サービスの大幅増は 2025 年第 1 四半期のサービス指数 1.1％上昇に寄与したものの、サービス価格の年

間インフレ率は 0.1 パーセンテージポイント低下して 2022 年 3 月以降最低レベルの 4.0％となった。物品価格は同四

半期に 0.2％上昇し、年率では 4年ぶりの低さとなる 1.9％を記録した。 

● コアインフレ指標である変動項目（果物・野菜、自動車燃料）を除いたCPIは 2025年第 1四半期に0.4％上昇し、年率

では 0.4 パーセンテージポイント減で 3 年半ぶりの低さとなる 3.0％を記録した。 

 

 

出典：Australian Bureau of Statistics 
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オーストラリア金利（％） 為替と株価 

RBA 政策金利目標 4.10 (0 pt) AUD/USD 0.6402 (↑2.5%) 

90 日銀行手形 3.87 (↓25 pt) AUD/JPY 91.59 (↓2.2%) 

連邦政府 3年国債 3.32 (↓38 pt)      

連邦政府 10 年国債 4.16 (↓22 pt) ASX200 8126 (↑283 pt) 

市場概況 
● オーストラリア全体のインフレ率は第 1 四半期に 2.4％と安定しており、基調的インフレ率は 0.4 パーセンテージポイン

ト低下して 2.9％となった。両主要インフレ指標が目標レンジの 2～3％内にあることを踏まえ、RBA金融政策委員会は

5月 19～20 日の会合後に、さらに 25 ベーシスポイント下げて政策金利目標を 3.85％に引下げる可能性が高い。 

● オーストラリア国債利回りは急低下し、RBA による本年中の政策金利引下げを見据えたトレーダーによるプライシング

増および世界的な国債利回り低下を受けてイールドカーブは 4 月に上向いた。政策金利引下げ予想の増加を招いた

のは、米国の関税増による不透明性の増大と、オーストラリアの基調的インフレ率が第1四半期にRBAの目標レンジ

2～3％に低下したとの報道であった。3月末には 2025年内に 76 ベーシスポイント引下げでプライシングされていた政

策金利先物市場は、同 116 ベーシスポイント引下げに上方修正された。 

● 4 月の豪ドルは大きく変動し、ドナルド・トランプ米大統領発の貿易戦争激化を受けて 5 年ぶりの低水準を記録したの

ち、同大統領が貿易交渉の継続を伴う相互関税の 90 日延期および大半の国に対する 10％の関税を発表したことで

回復した。AUD/USD は 4 月 28 日に昨年 12 月以来の最高レベルを記録したのち、月末にはわずかに下落した。豪ド

ルは 4月初旬に日本円に対して 2 年ぶりの安値となる 87.15 円を記録し、同月いっぱいで損失の大半を回復したもの

の、対日本円では過去 6 カ月中 5 回目の月次損失となった。 

● 世界市場全体が急落に見舞われるなかでオーストラリア株式市場も月初に急落したが、他の株式市場と共に反発し、

ほぼ 2 か月ぶりの最高レベルで 4 月を終えた。 

WATC 指標銘柄債券の利回り 

満期 
利回り 

2025 年 4 月 30 日 
AGS スプレッド 

2025 年 4 月 30 日 

2026年 10月 21日 3.39 (↓36 pt) +5 pt (↑4 pt) 

2027年 10月 21日 3.39 (↓41 pt) +9 pt (-) 

2028年 7月 20日 3.49 (↓40 pt) +17 pt (↑1 pt) 

2029年 7月 24日 3.68 (↓37 pt) +24 pt (-) 

2030年 10月 22日 3.91 (↓33 pt) +28 pt (-) 

2031年 10月 22日 4.12 (↓30 pt) +33 pt (-) 

2032年 7月 21日 4.28 (↓30 pt) +38 pt (-) 

2033年 7月 20日 4.44 (↓28 pt) +47 pt (-) 

2034年 10月 24日 4.68 (↓27 pt) +62 pt (↑2 pt) 

2041年 7月 23日 5.12 (↓19 pt) +63 pt (↑4 pt) 

 
 

  

  

 

2025 年 4 月 30 日までの 6 か月間の豪ドルの推移 

AUD/USD（右軸） 

オーストラリア連邦政府国債と各州政府債の利回り格差

（2025 年 4 月 30 日時点） 
WATC 指標銘柄債券の利回り 
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